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Ⅱ 中海水鳥国際交流基金財団事業報告 

１．米子市受託事業(米子水鳥公園管理業務) 

(１)施設の利用状況 

年間入館者数  16,415人 (前年度比－6,415人) 

無料入館者率    72.3 ％ (前年度比＋0.4％) 

普及啓発事業参加者数  10,005人 (前年度比－5,264人) 

ボランティア参加者数   437人 (前年度比－787人) 

 

 

 

 

 

 

 

   

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 図 5 令和 2年度のネイチャーセンター入館者数の推移 
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図 7 過去 5年間のネイチャーセンター入館者数 

（平成 28年度～令和 2年度） 

図 6 過去 5年間のネイチャーセンターの月別入館者数の推移 

(平成 28年度～令和 2年度) 
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図 8 過去 5年間のネイチャーセンター入館者数と無料入館者数の推移 

図 9 過去 5年間の普及啓発活動参加人数の推移 

（平成 28年度～令和 2年度） 
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(２)環境管理活動 

・刈払機による保護区内の岸辺の草刈り(8月を除く 6月～9月に週 1回) 

・乗用草刈り機による保護区内の草刈り(5月、6月、9月に各 1回) 

・水辺のわくわく学校(トンボ池)のヨシ・ガマ刈り(6月に 1回) 

・その他、米子水鳥公園敷地内の草刈り・樹木剪定(随時) 

 

◆今年度に実施した施設管理に関する特記事項(ネイチャーセンター以外) 

・水系生態循環回復システムに凝集剤を補充(4月 17日、9月 28日) 

・立ち枯れた高木（ヤマハンノキ）2本の伐採（7月） 

・野鳥保護区内の島を陸続きにするための埋め立て（7月 18日） 

・ネイチャーセンター前の岸辺に砂を搬入（7月 25日） 

・第 1駐車場と正門の案内看板の更新（8月 5日） 

・米子工業高等学校が実習として第 1駐車場の白線引きを実施 

（10月 9日、16日、22日、11月 6日）※p.110ボランティアの項目も参照 

・園路沿いのクイズ看板修繕（3月 4日） 

・正門横駐車場の地ならし（3月 22日） 

・刈りヨシの撤去（3月 29日） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 10 水系生態循環回復システムに凝集剤を

補充(2020年 4月 17日) 

写真 11 乗用草刈機を用いた野鳥保護区内の

草刈り(2020年 5月 14 日) 

写真 13 トンボ池のヨシ・ガマ刈り 

(2020年 5月 28 日) 

写真 12 野鳥保護区内の岸辺の草刈り 

(2020年 5月 14 日) 
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写真 14 伐採直前の立ち枯れたヤマハンノキ

(伐採直前：2020年 7月 10日) 

写真 15 保護区内の島を陸続きにする 

埋め立て工事(2020年 7月 18 日) 

写真 16 ネイチャーセンター前に砂を搬入 

(2020年 7月 25 日) 

写真 19 大雪で折れた樹木の片付け 

(2021年 1月 2日) 

写真 17 第 1駐車場と正門の案内看板の更新 

(2020年 8月 5日) 

写真 18 米子工業高校による第 1駐車場の白

線引き(2020年 10月 16日) 



17 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

◆火入れの実施に向けた検討会議 

 年々衰退していく園内のヨシ原を再生するために、火入れを実施するため

の検討会議を開催しました。国内各地で行われている火入れに関わっている

専門家として、岡山県真庭市役所から増井太樹さんをお招きし、火入れに関

する解説をして頂きました。 

  

開催日時：2021 年 2月 25日(木) 

会  場：米子水鳥公園ネイチャーセンター 会議室 

出 席 者：神谷 要 館長 

三原菜美 専任指導員 

     桐原佳介 統括指導員 

米田洋平 企画指導員 

足立文理（米子市市民生活部環境政策課） 

宮中僚介（米子市市民生活部環境政策課） 

     増井太樹（岡山県真庭市産業観光課） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 21 正門横駐車場の地ならし工事 

(2021年 3月 22 日) 

写真 20 園路沿いのクイズ看板修繕 

(2021年 3月 4日) 

写真 23 火入れ候補地の現地確認 

(2021年 2月 25 日) 

写真 22 火入れに関する検討会議 

(2021年 2月 25 日) 



18 

 

(３)高病原性鳥インフルエンザへの対応 

米子水鳥公園では、2011年から鳥インフルエンザに対する警戒措置をとっ

ています。今年度は鳥取県内で高病原性鳥インフルエンザの発生は確認され

ませんでした。 

 

・正門に消毒マットを設置(2011年以降毎年実施) 

・ネイチャーセンター玄関前に靴底の消毒槽を設置 

・検体としてのカモ類の糞便採取と水鳥の数の計測(鳥取県から受託) 

 

(４)新型コロナウイルスへの対応 

新型コロナウイルスの感染拡大を受けて、下記の対策をとりました。 

 

・正面玄関に体温測定機器を設置 

・正面玄関と館内に手指の消毒用アルコールの設置 

・受付に飛沫拡散防止のためのアクリルパーテーションを設置 

・毎朝の開館前に観察器具、ドアノブ等の消毒 

・職員のマスク着用 

・望遠鏡と座席の数を減らしてソーシャルディスタンスを確保 

・入館者カードによる来館者の連絡先の把握 

・イベントの人数制限、予約制の強化による混雑の回避 

・掲示物による感染対策のお願い 

・令和 2年 4月 14日(火)～5月 7日(木)まで臨時休園 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 24 手指の消毒用アルコールの設置 写真 25 受付に設置したアクリル製の 

パーテーション 

設置 
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(５)外来種対策 

園内に生息する特に対策が必要な外来生物の駆除に取り組んでいます。ア

カミミガメの駆除のため、2018 年からカメの捕獲器｢かめぽちゃ｣を 1 台導入

し、捕獲したカメを納めるための冷凍庫も備えています。 

今年度は、アカミミガメを 9 匹駆除しました。 

 

 

 

写真 27 入館時の体温測定用検温器 

写真 28 望遠鏡の台数を削減して間隔を確保 

(2020年 5月 10 日) 

写真 29 視聴覚室の座席を削減して 

   間隔を確保(2020年 5月 10 日) 

写真 26 スタンド式非接触型体温計 
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２．開園 25周年記念事業 

(１)記念式典 

コロナ禍のため招待人数を制限して、開園 25 周年記念式典を行いました。

式典では、理事長のあいさつの後、毎年数百名規模で園内の美化清掃ボラン

ティアをして頂いている「環境問題を考える企業懇話会」から、消毒液ディ

スペンサーと消毒液の贈呈式が行われ、ハンドベルチーム「ベルシュシュ」

の生演奏が披露されました。 

また、現在、子どもラムサールクラブで活動している小学 5 年生の小川大

輝さんと、小学生の時に子ども野鳥クラブで活動し、高校生の時に 2005年に

ウガンダで開催された、ラムサール条約締約国会議に参加した門脇翔一さん

より、水鳥公園での思い出を発表して頂きました。 

 

日 時：2020 年 10月 24日(土) 13:00～14:00 

会 場：ネイチャーセンター視聴覚室 

出席者：伊澤勇人（理事長・米子市副市長） 

神谷 要（常務理事・米子水鳥公園館長） 

田中 将（理事・鳥取県生活環境部くらしの安心局水環境保全課長） 

岸岡和男（監事・社会福祉法人米子福祉会理事長） 

勝部芳子（監事・有限会社勝部朝日会計代表取締役） 

浦林 実（評議員・米子市教育長） 

中西朱実（評議員・鳥取県生活環境部くらしの安心局長） 

向井哲朗（評議員・環境省環境カウンセラー） 

井上恵美（評議員・一般財団法人米子市勤労者福祉ｻｰﾋﾞｽｾﾝﾀｰ 

常務理事 兼 事務局長） 

宇田 剛（評議員・彦名２区自治会長） 

西尾陸夫（評議員選定委員・彦名校区自治連合会長） 

山中克子（評議員選定委員・米子水鳥公園友の会役員・ 

日本野鳥の会会員） 

辻田香織（環境省大山隠岐国立公園管理事務所長） 

西村信次郎（バードカービングクラブ米子代表） 

角田 章（環境問題を考える企業懇話会会長・米子ガス専務執行役員） 

小川大輝（子どもラムサールクラブ・明道小学校 5年生） 

門脇翔一（2001年度子ども野鳥クラブ卒業生） 

ハンドベルチーム｢ベルシュシュ｣(10名) 

ほか、スタッフ含め 45名 
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写真 30 理事長挨拶(2020年 10月 24日) 写真 31 環境問題を考える企業懇話会代表 

 挨拶(2020年 10 月 24日) 

写真 32 ベルシュシュによるハンドベル 

          演奏(2020 年 10月 24日) 

写真 33 子どもﾗﾑｻｰﾙｸﾗﾌﾞの小川さんの 

    発表(2020年 10月 24日) 

写真 35 式典出席者の集合写真 

    (2020年 10月 24日) 

写真 34 子ども野鳥クラブ卒業生の門脇さん

の発表(2020 年 10月 24日) 
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(２)記念イベントの開催 

  開園記念日が 10 月 22 日なので、10 月の自然観察会を開園 25 周年記念企

画と位置づけて開催し、参加者には記念品(オリジナルエコバック、宍道湖・

中海・大山圏域市長会ボールペン、市長会スマホクリーナー、市長会クリア

ファイル、米子市特製水鳥公園缶バッチ)をプレゼントしました。 

※自然観察会の項目も参照 

 

 開園 25 周年記念観察会｢万羽ガモを観よう！｣ 

 日 時：2020 年 10月 24日(土) 14:00～15:05 

 会 場：展望ホール･観察ホール 

 参加者：大人 6人、小学生 4人 

 

(３)記念グッズの製作・販売 

記念グッズの製作にあたり、米子市出身のイラストレーターであるマツダ

ケンさんに、米子水鳥公園を象徴するコハクチョウとウラギク、大山の風景

を盛り込んだオリジナルイラスト「中海」を描いて頂きました。そして、こ

のイラストを使用したオリジナルエコバックと野鳥カルタ、水鳥公園職員や

米子市職員が着用するポロシャツを製作しました。また、2019年 2月に開催

した「カモ総選挙」の上位 12種類を用いて「カモカレンダー」を制作し、他

のグッズと共にミュージアムショップで販売しました。このほかにも、入館

券を野鳥 12種類のデザインにリニューアルしました。 
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写真 36 マツダケンさんのイラストを 

プリントしたスタッフポロシャツ 

写真 41 開園 25周年に合わせて 

         リニューアルした入館券 

写真 40 ミュージアムショップに設けた 

  記念グッズ販売コーナー 

リニューアルし 

写真 38 米子水鳥公園の野鳥カルタ 写真 39 米子水鳥公園カモカレンダー 

写真 37 オリジナルエコバック 
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３．国際交流事業 

(１)｢東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ(ガンカ

モ類)｣への参加・協力 
｢東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ事業推進

検討業務｣は、環境省が一般社団法人バードライフ・インターナショナル東京

(以降、BI東京)と請負契約を結んで実施している事業で、財団はこの事業に基

づき、BI東京からガンカモ類国内コーディネーター業務を受注しています。 

 

◆受注名称 

｢東アジア・オーストラリア地域フライウェイ・パートナーシップ｣(EAAFP)

ガンカモ類国内コーディネーター業務 

 

◆担当者 

  神谷 要 館長 

 

◆活動内容 

・ニュースレターの発行(年間 7回) 

・メーリングリストの管理(発信されたメール：年間 485通) 

・ネットワーク拡大に向けての勧誘活動 

・米子水鳥公園を含めたフライウェイ・パートナーシップの幅広い普及と交流   

 (20サイト) 

 

◆フライウェイ・パートナーシップ(EAAFP)業務に関する会議 

今年度は、コロナ禍の影響ですべての会議が Zoom によるリモート会議とな

りました。EAAFP の下での国内の活動や、渡り性水鳥・生息地の保全状況等に

ついて共有するとともに、課題を整理し、今後の取組の方針について検討しま

した。また、フライウェイ・パートナーシップ関係者とガンカモネットワーク

の今年度の実施事業報告と来年度の事業予定を協議しました。 

・主  催：環境省野生生物課 

・事業請負：バードライフ・インターナショナル東京 

・会議方法：Zoom 会議 

①名 称：(EAAFP)国内連絡会議 

日 時：令和 3年 2月 17日(火) 13:00～17:00 

出席者：神谷 要 館長 ほか 12名 

②名 称：ﾌﾗｲｳｪｲ･国内ﾓﾆﾀﾘﾝｸﾞ検討準備会に向けたｵﾝﾗｲﾝ会議 

  日 時：（第 1回）令和 2年 11月 2日(火) 10:00～12:00  

（第 2回）令和 3年 1月 25日(月) 14:00～16:00 

 出席者：神谷 要 館長 ほか 6名 

③名 称：フライウェイ・モニタリング検討準備会 

 日 時：令和 3年 2月 2日(火)～3日(水) 09:00～17:00 

  出席者：神谷 要 館長 ほか 30名 
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(２)子どもラムサール交流事業（受託事業） 

2006年度以降、ラムサール条約湿地に登録された中海・宍道湖周辺で日ご

ろから活動している鳥取・島根両県の子ども達と、他の日本の登録湿地で活

動する子ども達との交流を促進する交流会を毎年開催しておりましたが、今

年度は新型コロナウイルス感染拡大を受けて、交流事業の開催を中止しまし

た。 

 

(３)世界湿地の日記念イベント 

①｢米子水鳥公園鳥の正面顔総選挙 2021｣ ※自然観察会の代わりに開催 
投票期間：令和 3年 2月 1日(月)～2月 28日(日) 

投 票 数：のべ 3,934票（前年比＋2,519票） 

開票結果：第 1 位 イワツバメ  340票 

第 2 位 コハクチョウ 329票 

第 3 位 エナガ      309票 

第 4 位 オオジュリン 282票 

第 5 位 トラフズク  253票 

第 6 位 ハイタカ  253票 

第 7 位 ツバメ 246票 

第 8 位 ウグイス   240票 

第 9 位 モズ     233票 

第 10位 ホオアカ   226票 

第 11位 キジ     220票 

第 12位 メジロ   205票 

         

開票の結果選出された上位 12 種類で、鳥の正面顔カレンダー(2022 年 1

月～12月)を制作して、令和 3年 10月頃に関係各所へ配布予定のほか、ミ

ュージアムショップで販売予定です。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 42 米子水鳥公園鳥の正面顔選挙 2021 

(2020年 1月 31 日) 

写真 43 開票結果発表(2021 年 3月 6日) 



26 

 

②「真冬の鳥を観察しよう！｣ ※子どもラムサールクラブで開催 

開催日時：令和 3年 2月 14日(日) 10:00～12:00 

会  場：ネイチャーセンター 

参加人数：大人 20名・小学生 25名・幼児 3名 

 

③「米子水鳥公園で野鳥観察会！」 ※米子市こどもエコクラブで開催 

開催日時：令和 3年 2月 20日(土) 13:00～15:00 

会  場：ネイチャーセンター 

参加人数：小学生 13名 

 

④「中海の恵みを味わおう会！｣ ※手作り自然教室で開催 
開催日時：令和 3年 2月 21日(日) 10:00～14:00 

会  場：ネイチャーセンター会議室 

参加人数：大人 5名 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 44 ｢真冬の鳥を観察しよう！｣ 

記念写真(2021年 2月 14日) 

写真 46 ｢中海の恵みを味わおう会！｣ 

記念写真(2021年 2月 21日) 

写真 45 ｢米子水鳥公園で野鳥観察会！｣ 

記念写真(2021年 2月 20日) 
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４．調査研究事業 

(１)鳥類全種全量調査 

①2020年度確認鳥種：145種類(標識調査を含む・表 2) 

②毎月第二土曜日のデータ集計結果：94種,のべ 15,371 羽(表 3) 

③注目すべき鳥 

・アカアシチョウゲンボウ(鳥取県初記録) 

 2020年 10 月 12日、19日、23日･第 1回冬羽 1羽 

・アカハラ(7例目) 

 2021年 1 月 9日～3月 4日･1羽 

・亜種アメリカコガモ(3例目) 

 2021年 2 月 19日～4月 2日･雄 1羽 

・オオジシギ(8例目) 

2020年 5 月 2日・1羽 

2020年 7 月 30日・1羽 

・オオノスリ(初記録) 

 2021年 1 月 2日～3月 25日･第 1回冬羽 1羽 

・オオハシシギ(9例目) 

 2020年 10 月 18日･1羽 

・カリガネ(初記録) 

 2020年 11 月 12日～11月 27日･成鳥 1羽 

 2021年 2 月 28日･3羽 

・カワアイサ(10例目) 

 2020年 12 月 2日･雄 1羽 

2020年 12 月 20日･1羽 

・キリアイ(8例目、9例目） 

 2020年 5 月 11日･夏羽 1羽 

 2020年 8 月 29日～30日･1羽 

・クロジ(初記録) 

 2021年 1 月 9日･雌 1羽 

・コウノトリ(5例目、6例目・複数確認は 2016 年以来 2 例目) 

 2020年 8 月 19日･2羽 

 2021年 2 月 5日･1羽 

・コミミズク(10例目) 

 2020年 11 月 21日･1羽 

・タマシギ(14年ぶり･園内では初記録) 

 2020年 8 月 24日、26日･1羽 

・トラツグミ(3例目) 

 2021年 1 月 9日～11日･1羽 

・ヤマシギ(2019年 4月 14日以来、3例目、4例目) 

 2020年 4 月 9日･1羽 

2021年 1 月 9日～2月 13日･1羽 
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④通算確認種類数(1995年 10 月～2021年 3月) 

239種(外来種含め 242種：巻末の鳥類リストを参照) 

⑤コハクチョウの飛来状況(図 10) 

・初認日：10 月 7 日(  1羽)  前年比： 6日早い  ‐1羽 

・ピーク：11 月 18日(509羽) 前年比：16日遅い +214 羽 

・終認日：3 月 22 日( 25羽)  前年比： 4日遅い  +13 羽 

⑥特記事項 

・コハクチョウの飛来数の推移を振り返ると、昨年よりも 6日早く過去最も

早いタイ記録である 10月 7日に初飛来し、その後順調に個体数が増加し

た。11月 18日に今季最多の 509羽を記録した後、11 月 30日から急激に

数が減少した。この時期に、採食地である島根県安来市宇賀荘地区の田

んぼに水が入り、ここにねぐらを移動したと考えられる。その後、最少

で 1羽(1 月 3日)まで数が減ったが、おおむね 100羽前後で推移して 1月

9日(300 羽）と 3月 11日(408羽)に小さなピークがあった。2月 13日に

北帰行が初確認され、3 月 22 日が終認となったが、初飛来が早かったの

に終認日は昨年よりも 4日遅かった。 

・4 種類を初確認(アカアシチョウゲンボウ、オオノスリ、カリガネ、クロ

ジ)。このうちアカアシチョウゲンボウは、鳥取県初記録。 

・毎年香川県で越冬し、春と秋の渡りの時期に飛来していたヘラサギの常連

個体が今季は現れなかった。香川県で継続観察している福丸政一氏から、

今季は群馬県の多々良沼で確認されていると情報提供があった。 

・2014 年以降、ほぼ毎年春に確認されている飛べないコハクチョウ「吉田

さん」注 1が、今季も 3 月 25 日から 5 月 13 日まで園内で確認された。ま

た、昨年に吉田さんとつがい形成したコブハクチョウ「てっちゃん」注 2

との関係が継続していることが確認できた。 

・ヘラサギが最大 5羽確認され、過去最多タイ記録となった。 

 

注 1：2012 年 8 月 16 日の島根県 HP のブログに掲載されていた個体と思

われる、左翼を負傷して飛べなくなったメスのコハクチョウ。この

ブログに吉田川で過ごしていると記載されていたことから「吉田さ

ん」と呼んでいる。2014年以降、毎年春に園内に現れている。 

 

注 2：2020 年 3 月にコハクチョウ「吉田さん」とのつがい形成が確認さ

れた、オスのコブハクチョウ。いつも顔から首の前面、下腹にかけ

て鉄さび色（赤褐色）に汚れていることから「てっちゃん」と呼ん

でいる。 
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図 10 2020年度のコハクチョウの個体数の推移 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 47 鳥取県初記録のアカアシチョウゲンボウ 

幼鳥(2020年 10月 15日) 

写真 48 園内初記録のオオノスリ幼鳥 

 (2021年 1月 3 日) 

写真 49 園内初記録のカリガネ成鳥 

     (2020年 11月 18 日) 

写真 50 園内初記録のクロジ雌 

       (2021年 1月 9 日) 
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写真 56 亜種アメリカコガモ雄 

(2021年 2月 26 日) 

写真 51 オオジシギ(2020年 5月 2 日) 

写真 54 上空を通過したコウノトリ 2羽 

(2020年 8月 19 日) 

写真 55 コミミズク(2020年 11 月 21日) 

 

写真 53 タマシギ雄(2020年 8月 16日) 

写真 52 ハジロクロハラアジサシ夏羽 

(2020年 5月 10 日) 
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2 水鳥公園で確認された鳥類(1/3) 
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表 2水鳥公園で確認された鳥類(2/3) 
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表 2水鳥公園で確認された鳥類(3/3) 
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表 3 全種全量調査で確認された鳥類(1/2) 
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表 3全種全量調査で確認された鳥類(2/2) 
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(２)鳥類標識調査(2020年の調査日数 31日：前年比 2日増) 

※鳥類標識調査については、年度区切りではなく、調査を実施した年ごとに

集計しています。 

※鳥類標識調査のデータの利用に関して、公益財団法人山階鳥類研究所から

許可を得ています(山階鳥類研究所保全第 3-65号)。 

 

①新放鳥実績 

25種 1,854 羽(前年比-1種、+343羽：表 4,5) 

 

②特筆すべき新放鳥記録 

・ツリスガラ メス・第 1回冬羽 1羽 

(2020年 11月 5日：8年ぶり) 

・マキノセンニュウ  性不明・幼鳥 1羽 

(2020年 8月 28日：2年連続 5例目) 

・ウチヤマセンニュウ 性不明・幼鳥 1羽、成鳥 11羽 ※翼式による同定 

(2020 年 8 月 21 日、28 日、30 日、9 月 5 日、21 日、

22日、27日：2年連続) 

・エゾセンニュウ   性不明・幼鳥 1羽 

(2020年 8月 30日：2年連続 3例目) 

・ヨーロッパヨシキリ 性不明・第 1回冬羽 1羽 

(2020年 10月 2日：日本初記録) 

 

③再放鳥記録 

6種 36羽(前年比＋2種、+19羽：表 4) 

 

④標識鳥回収記録(表 7) 

米子水鳥公園で標識放鳥した個体が他地域で回収された事例：2種 13羽 

他地域で標識放鳥された個体を米子水鳥公園で回収した事例：4種 12羽 

 

⑤標識鳥の観察記録 

・コハクチョウ 

性不明・成鳥 1羽 

2021年 1 月 9日 

 

壊れた発信機付きの白い首環

がついている。標識番号は読み

取れなかった。 

今季、採食地で確認されてい

た、脚に金属リングとカラーリ

ングが付けられている個体

｢A27｣の可能性が高い。 

 

写真 57 首環付きのコハクチョウ 

(2021年 1月 9日) 
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 表４ 2020 年鳥類標識調査実績表 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※鳥類標識調査のデータの利用に関して、公益財団法人山階鳥類研究所から許可を得

ています(山階保全第 3-65号)。 
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表 5 年度別新放鳥記録(1/3) 
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表 5 年度別新放鳥記録(2/3) 
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表 5 年度別新放鳥記録(3/3) 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※鳥類標識調査のデータの利用に関して、公益財団法人山階鳥類研究所から許可を得

ています(山階保全第 3-65号)。 
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表 6 年度別再放鳥記録 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

※鳥類標識調査のデータの利用に関して、公益財団法人山階鳥類研究所から許可を得

ています(山階保全第 3-65号)。 
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表 7 米子水鳥公園関連の標識鳥回収記録 
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写真 58 ウチヤマセンニュウ 性不明･成鳥 

    (2020年 8月 28日) 

写真 59 マキノセンニュウ 

性不明・第 1 回冬羽 

    (2020年 8月 28日) 

写真 60 ヨーロッパヨシキリ 

性不明・第 1 回冬羽 

(2020年 10月 2日) 

写真 61 エゾセンニュウ 性不明・幼鳥 

(2020年 8月 30 日) 

写真 62 シベリアジュリン 

オス・第 1回冬羽 

(2020年 11月 5日) 

写真 63 ツリスガラ メス・幼鳥 

(2020年 11月 5 日) 
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(３)中海周辺のガン・ハクチョウ類の採食分布調査(受託調査) 

事 業 名：中海周辺におけるガン・ハクチョウ類の採食分布調査 

発 注 者：公益財団法人ホシザキグリーン財団 

調査期間および頻度：10月～3月まで年 6回 

調査場所：中海周辺のガンカモ類の採食地となっている水田 

結  果：コハクチョウの採食地における最大値は、2 月に記録した 1,618

羽であり、2011年の冬の調査開始以降、4番目に多い個体数だっ

た。一方、マガンの採食は 2017 年度より安来市論田を中心に観

察されるようになっており、最大値は 2 月の調査で確認した 476

羽だった。昨年の 335羽より増加したが、調査開始当初(2011年)

の 1,070 羽と比べ、大きく減少したままである。ヒシクイは 12

月に最大値の 31 羽確認され、昨年の最大値（10 月に 9 羽）を大

幅に上回り、近年少しずつ増加傾向にある。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 64 島根県安来市の水田地帯で採食中のコハクチョウ 

(2021年 2月 6日) 

写真 65 コハクチョウと一緒に採食中のヒシクイ 

(2020年 12月 12日) 
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(４)中海周辺に飛来するコハクチョウのねぐら調査(図 11) 

中海全域のねぐらで確認されたコハクチョウの総個体数の最大値は、2月の

1,758羽で前年(2,164羽)より 406羽減少しました。 

2020年 11 月末から安来市宇賀荘地区のふゆみず田んぼで水張りが始まり、

昨年よりも遅くねぐらを移動しました。そして、2月にこの冬のピークとなる

1,319羽が、宇賀荘地区のふゆみず田んぼで確認されました。また、日野川日

野堰上流域をねぐらとする 119羽(過去最多)が確認されました。 

また、コハクチョウ以外の鳥として、オオハクチョウ 13～20羽を 12月～2

月に宇賀荘地区のふゆみず田んぼで、ヒシクイ 24 羽を 11 月に安来市月坂町

で、ミヤコドリとコチョウゲンボウ各 1羽を 11月に飯梨川河口で確認しまし

た。 

写真 67 飯梨川河口をねぐらとするコハクチョウ 

(2021年 1月 15日) 

写真 66 安来市宇賀荘地区をねぐらとするコハクチョウ 

(2020年 12月 19日) 
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図 11 中海周辺のねぐらで確認したコハクチョウの個体数変動 

(2015年度～2020年度) 
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(５)その他動物類の確認記録 

今年度は、鳥類以外の動物類を不明種も含めて 353種類確認しました(表 8)。 

レッドデータブックとっとり改訂版(2012年 3月発行)に記載されている種類

は、ミナミメダカ(絶滅危惧Ⅱ類：VU)、ギンイチモンジセセリ(準絶滅危惧：

NT)、ムスジイトトンボ(準絶滅危惧：NT)、コオイムシ(準絶滅危惧：NT)、ツ

チガエル(情報不足：DD)、ショウリョウバッタモドキ(情報不足：DD)を確認

しました。また、国内で大変記録が少ないアリアケキイロヒラタガムシを確

認(園内では 2016年に初めて確認されている)したほか、近年県内で記録され

ていないと思われるシラホシハナムグリ、確認できる機会が少ないホンドギ

ツネやマルタンヤンマなどを確認しました。そして、例年以上にチョウトン

ボが多く飛び交いました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

写真 68 ギンイチモンジセセリ夏型 

(2020年 9月 2日) 

写真 70 ホンドギツネ 

(2020年 4月 12日) 

写真 72 群れ飛ぶチョウトンボ 

(2020年 8月 15日) 

写真 73 シラホシハナムグリ 

 (2020年 8月 1日) 

写真 71 マルタンヤンマ雌 

(2020年 7月 28日) 

写真 69 アリアケキイロヒラタガムシ 

 (2020年 7月 5日) 
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表 8 見つかった動物類一覧表(1/4) 
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表 8 見つかった動物類一覧表(2/4) 
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表 8 見つかった動物類一覧表(3/4) 
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表 8 見つかった動物類一覧表(4/4) 
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表８ 5/5 
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(６)カイツブリの営巣数調査 

園内で繁殖しているカイツブリの営巣状況を 2002 年から調査しています。

今年度は 7月 28日に手漕ぎボートでつばさ池全域を巡り、5巣(前年比－5)

確認しました(図 12)。そのすべてが、ネイチャーセンターがある北西側の岸

辺に集中していました。また、バンの巣も１巣確認しました(写真 75）。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

図 12 米子水鳥公園で確認されたカイツブリの営巣数(2002年～2020 年) 

 

写真 74 カイツブリの巣と卵 

(2020年 7月 28日) 

写真 75 バンの巣 (2020年 7月 28日) 



54 

 

(７)鳥インフルエンザに関する調査協力 

高病原性鳥インフルエンザウイルス保有状況調査の検体として、カモ類の糞

の採取を年 2 回実施しました。2020 年は、全国で野鳥から高病原性鳥インフ

ルエンザウイルスが検出されたため 2回の調査となりました。10月と 12月の

調査で提供した 200検体からは、高病原性鳥インフルエンザウイルスは検出さ

れませんでした。 ※p.18｢高病原性鳥インフルエンザへの対応｣も参照 

 

(８)つばさ池の水質調査(水温と透視度) 

つばさ池の水温と透視度についてモニタリング調査を行いました。採水は、

水系生態循環回復システム取水口で行いました。 

図 13は、米子市の定期調査、Jr.レンジャー水質調査およびカナツ技建工業

株式会社の計測データを用いて作成しました。 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

(９)学会等への参加・発表 

①日本湿地学会 

 湿地研究 Wetland Research Vol.11,85-88(2021) 

タイトル：トピックス 中海･宍道湖ラムサール条約 15 周年記念イベント

報告 広域かつ県境を越えたラムサール登録湿地の一体感を目

指して 

投 稿 者：神谷 要 館長 

図 13 米子水鳥公園つばさ池の水温と透視度の推移 
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②日本鳥類標識協会 

日本鳥類標識協会誌 Vol.32,36-41(2020) 

 タイトル：観察報告「鳥取県米子市におけるスゲヨシキリの標識記録」 

 投 稿 者：桐原佳介 主任指導員 

 受 理 日：2019年 12月 15日 

 

(10)外来研究者への研究協力 

①アリアケキイロヒラタガムシ及びキタミズカメムシの標本調査および同定

依頼者：金田直人、渡部晃平 

所 属：鳥取県立米子白鳳高等学校 2年生(金田) 

 石川県ふれあい昆虫館学芸員(渡部) 

調査日：令和 3年 3月 10日(木) 金田による標本調査 

 令和 3年 3月 17日(水) 渡部による同定 

内 容：標本調査(金田)および同定(渡部) 

結 果：追加記録となる標本を見出した。標本のデータは以下に列記。 

アリアケキイロヒラタガムシ Enochrus bicolor (Fabricius, 1792) 

1ex. 2004年 4月 10日、鳥取県米子市彦名新田 米子水鳥公園 

桐原佳介 採集・渡部晃平 同定 

(備考：同所でキイロヒラタガムシも得られた) 

1ex. 2016年 7月 10日、同上、緋田祐太 採集・渡部晃平 同定 

1ex. 2016年 7月 31日、同上、緋田祐太 採集・渡部晃平 同定 

1ex. 2016年 8月 6日，同上、緋田祐太 採集・渡部晃平 同定 

キタミズカメムシ Mesovelia egorovi Kanyukova, 1981 

1♀  2003年 6月 14日、鳥取県米子市彦名新田 米子水鳥公園 

桐原佳介 採集・渡部晃平 同定。標本は米子水鳥公園に収蔵。 

 

②昼夜間で繁殖形質が変化する外来種における 

日本列島移入後の繁殖形質進化 

依頼者：大嶋希美 

所 属：北海道大学環境科学院生物圏科学専攻 工藤研究室 

博士後期課程 3年 

期 間：令和 2年 8月 21日(金)～24日(月) 

令和 2年 11月 4日(水) 

目 的：日本に移入したあとのメマツヨイグサの花の形の進化 

内 容：固定カメラによるメマツヨイグサの開花時間の測定(8月) 

メマツヨイグサの果実の回収(11月) 
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５．普及啓発事業(年間のべ 10,005が参加) ※前年度比-5,264名 

(１)自然観察会(年間のべ 1,581名が参加) ※前年度比-231名 

 

 

表 9 自然観察会実績 
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写真 79 夜の水鳥公園を探検しよう！ 

(2020年 8月 15 日) 

写真 78 明かりに集まる虫を観察しよう！ 

(2020年 8月 10 日) 

 

写真 76 樹液に集まる虫を観察しよう！ 

(2020年 7月 19 日) 

写真 77 セミの羽化を観察しよう！ 

 (2020年 8月 8 日) 

写真 81 万羽ガモを観よう！ 

(2020年 10月 24日) 

写真 80 秋の鳴く虫鑑賞会 

(2020年 9月 19 日) 
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写真 82 早朝のコハクチョウを観察しよう！ 

(2020年 11月 3 日) 

写真 84 初日の出！コハクチョウ観察会 

(2021年 1月 1日) 

 

写真 85 さよならコハクチョウ！ 

(2021年 3月 6日) 

写真 83 冬の木の実でｸﾘｽﾏｽﾘｰｽを作ろう！ 

(2020年 12月 12日) 
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(２)手作り自然教室(年間のべ 905名が参加) ※前年度比-808 名 

 

 

表 11 手作り自然教室 
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写真 86 生き物うちわを作ろう！ 

(2020年 7月 25 日) 

写真 90 カエル工房 in米子水鳥公園 

(2020年 9月 27 日) 

写真 87 小鳥のお家を作ろう！Part.1 

(2020年 7月 26 日) 

写真 89 小鳥のお家を作ろう！Part.2 

(2020年 8月 16 日) 

写真 88 オリジナル生き物缶バッチを作ろう! 

(2020年 8月 7日) 

写真 91 竿を作ってゴズを釣ろう！ 

(2020年 10月 18日) 
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写真 95 水鳥の絵を描く会 Part1 

(2020年 12月 27日) 

写真 92 鳥の羽のブローチを作ろう！ 

(2020年 11月 15日) 

写真 94 鳥のうし年年賀状を書こう！ 

(2020年 12月 19日) 

写真 93 中海の野鳥マグネットを作ろう！ 

(2020年 12月 27日) 

写真 96 中海の恵みを味わおう会 

(2021年 2月 21 日) 

写真 97 羊毛フェルトでﾋｰﾘﾝｸﾞﾊﾞｰﾄﾞを 

作ろう!(2021年 3月 20日) 


